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論文内容の要旨
 1．目的

 Phaseolus vulgaris等の豆種子抽出物はPhytohemag－

glutinin（以下PHAと略す）と呼ばれ， hemagglutina。

ting agentとして知られていたが，近年in vitroでこの

PHAを添加培養することにより小リンパ球に芽球化現

象をおこすことが発見されて，むしろblastogenic agentと

して注目されるに至った．最近ではこのPHAのblasto－

genic actMtyを利用してヒト染色体の研究，再生不良

性貧血治療の試み，或は免疫学的見地よりの研究等が広

く行なわれている．一方，PHAの成分は高分子蛋白質

であることは多くの研究者のほぼ一致した見解である

が，HemagglutininないしBlastogenとしての本態，或

は作用機序については未だ充分解明されず議論の多いと

ころである．著者はPHAにっき熱，放射線等の物理的

及び各種酵素等による化学的処理を加えPHAのもつ芽

球化機能及び赤血球凝集素価の変化を観察し，この本態

について若干の考察を試みた．

 H．検索材料及び方法

 対照群として健康成人血液にPHAを添加し37℃72時

間培養後，塗抹標本を作製しMay Giemsa染色を行な

い，芽球化細胞，核分裂像及びリンパ球の百分率を算定

し，また3H－thymidineを用いオートラジオグラフィーに

よる各細胞内銀粒子とりこみ率も算定した．次いで，1）

40。C及び60℃より100℃まで10℃差で加温処理したPH

A，2） テレコバルトで30x104radより100×104radま

で10×104rad差の線量を照射したPHA，3）Trypsin，

α一chymotrypsin， Pepsin， Serrati。 peptidase及びSnake

venom（Crotalus adamanteus）等の酵素処理をしたPHA

等を用い対照群と同様の実験を試みた。更に各種処理

PHAに赤血球浮游液を添加し赤血球凝集素価の変化を

検索した．

 皿．検索成績及び考按

 熱処理PHAのblastogenic activityは75℃で芽四半

細胞出現率が55．4％と対照の87．9弩に比しかなりの低

下がみられるが，100℃でも5．5％の出現率を示した．

Hemagglutinating activityは対照2’2に目し80℃で27と

低一ドし90℃～100℃で2。以ドとなった．放射線処理の

場合芽球化細胞は対照68．3％に比し40×104radで19．3％

と著しい低下を示し75x10”radで殆ど消失した．赤血球

凝集素価は対照では212であるが80×104rad照射により

26と半減し工00×104radに潤ても変らなかった．すなわ

ちBlastogenとHemag91utininは全く別個の蛋白質，

或はいずれもradi・sensitivityの異った2種の蛋白質，

ないしはこれに吸着している物質が関与しているものと

考えられる．酸素処理の場合BlastogenはTrypsin，α・

chymotrypsin及びSerrati・peptidaseには殆ど反応を示

さず，Pepsinでは対照の67．6％に比し1時間処理で14，0

％，24時間処理で6．0％と著しい低下を示した．また

PHAのみで培養を開始し0，6，24時間と経時的に

Pepsinを添加した場合58．9％，62．5％，67．4％と対照に

ほぼ一致していた．Crotalus adamanteus（Phosphodieste．

r⑳se）では1時間処理PHAの芽球化細胞は28．7％，24時

間処理で32．0％と低下をみたが処理時間とは関係なく，

また経時的に添加した場合それぞれ42．0％，55．5％，及

び67．0％と0時間添加群で低下がみられるのみであっ

た．すなわちPepsinはPHAに何らかの変化を惹起
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し，Crotalus adamanteusの場合セよこれがDNA， R N A

分子中のリン酸ヂエンステルを分解する酵素であること

からリンパ球へのtoxic factorと考えられる．また各酵

素処理により赤血球凝集素価には変化がみられず，すな

わちこれに関与する蛋白質はこれら酵素の影響をほとん

どうけていないものと考えられる．

 IV．結語

 Phaseolus Coccineusより抽出したPHA｝こっき熱，

放射線等の物理的処理，及び蛋白質分解酵素等の酵素化

学的処理を行ない，PHAのもつblastogenic activity

及びhemagglutinating activityの変化について検討し

た．すなわちBlastogen及びHemag91utininはいずれ

も異った蛋白質ないしはそのSubun五tで，前者では蛋

白質に吸着するある種の物質の関与が考えられ，後者は

高分子蛋白質としてのPHAそのものの直接作用とも考

えられる．

論 文 審 査 の 要 旨

 Phaseolus vulgarisな：どの豆種子の抽出液であるPhytohemagglutinin（PHAと略す）は高分子蛋白質

であることはすでに知られているが，このPHAのもつ芽球化能と赤血球凝集能とは同一物質によって

惹起さるるものかどうかはいまも議論されているところである．著者はこの点を明らかにする目的で，

PHAに熱，放射線照射などの物理的処理と，また種々な酵素による酵素化学的処理を行ない，芽漏壷能

と赤血球凝集能への影響を検索し，この2つのActivityは明らかに異なる物質によって起るものである

ことを明らかにした。更に芽球化能はpepsinによってのみ強い影響をうけることから蛋白質のsubunit

か或はこれと強く結合する物質であること，赤血球凝集能を示すものは加水分解酵素の影響を全然うけな

いことから，高分子蛋白質であるPHAそのものであることの可能性を示唆した．

 本論文は学術上価値あるもので学位に値するものと考える．
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